
平成22年3月期第2四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

平成22年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 

平成22年3月期第2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成21年4月1日～平成21年9月30日) 

平成22年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 

修正の理由 
1.第2四半期累計期間 
(連結) 
 国内の販売につきましては、平成21年2月を底に当期第1四半期まで非常に厳しい状況で推移いたしましたが、第2四半
期以降、主に自動車関連や家電製品分野において予想以上のスピードで受注の回復が進みました。また、海外の販売に
つきましては、ほぼ前回予想通り順調な回復傾向を示しつつ推移しました。 
 この結果、当第2四半期累計期間における売上高は、前回予想を517百万円上回る、6,217百万円となる見通しでありま
す。 
 営業利益につきましては、上記売上高の増加や製造費用等コストの削減が順調に進んだことから、前回予想を135百万
円上回る145百万円となる見通しであります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成21年7月30日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

（金額の単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 5,700 10 10 20 1.40
今回発表予想(B) 6,217 145 166 109 7.61
増減額(B-A) 517 135 156 89
増減率(%) 9.1 ― ― 445.0
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成21年3月期第2四半期）

8,116 201 390 309 21.13

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 12,500 210 200 180 12.57
今回発表予想(B) 13,000 430 470 280 19.55
増減額(B-A) 500 220 270 100
増減率(%) 4.0 104.8 135.0 55.6
（ご参考）前期実績 
（平成21年3月期）

15,161 157 459 175 12.11

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 2,000 △170 △140 △60 △4.19
今回発表予想(B) 2,480 △14 30 △2 △0.14
増減額(B-A) 480 156 170 58
増減率(%) 24.0 ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成21年3月期第2四半期）

3,093 △20 227 207 14.18

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 4,300 △250 △130 △20 △1.40
今回発表予想(B) 5,000 2 100 40 2.79
増減額(B-A) 700 252 230 60
増減率(%) 16.3 ― ― ―
（ご参考）前期実績 
（平成21年3月期）

5,344 △232 138 △63 △4.37



 また、期間中の経常利益及び四半期純利益につきましても、主に上記の理由からそれぞれ上記の通り前回予想を上回
る見通しであります。 
 
（個別） 
 個別業績の修正理由につきましては、上記連結業績修正理由に記載の通りであります。 
 
2.通期 
（連結・個別） 
 当期下半期の業績につきましては、依然先行きの不透明感が強いものの第2四半期の販売回復状況を加味し、国内（個
別）については前回予想値を上方修正しております。また、海外連結子会社についてはほぼ前回予想通りの推移を見込ん
でおりますが、円高による換算レートの変動（前回予想95円、今回予想90円）による影響を今回予想値に織り込んでおりま
す。 
 これらの状況及び上記第２四半期累計期間の業績予想の修正を反映し、通期の業績を修正しております。 
 
 
※業績予想につきましては、本資料の発表日現在において得られた情報に基づいて算定しておりますが、多分に不確定な
要素を含んでいるため、実際の業績は、今後の様々な要因によって上記予想と異なる場合があります。  

  
以 上


